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「僕はもちろんそちらにはなるべく目を
向けないようにして、少し離れたところで
仕事をしていた。ビリー・ホリデイのレ
コードが終わると、彼は静かに席を立ち、
勘定を払い、ドアを開けて出ていった。」
　 「雑文集」の中の
 「ビリー・ホリデイの話」村上春樹著

「そして彼がこのあいだ手紙をくれたん
です」と彼女は僕に言った。「僕のかわり
にあの店に行って、ビリー・ホリデイを聴
いてくれって」そして彼女はにっこりと微
笑んだ。
　 「雑文集」の中の
 「ビリー・ホリデイの話」村上春樹著

「ジャズとはどういう音楽なんですか？」
と誰かに訊かれたら、僕には「こういうこ
とがつまりジャズなんだよ」と答えるかも
しれない。僕にとってジャズとはそういう

存在なのだ。ずいぶん長い定義であるけれ
ど、正直に言って、僕はジャズという音楽
についてのそれ以上に有効な定義を持ち合
わせていない。
　 「雑文集」の中の
 「ビリー・ホリデイの話」村上春樹著









































ケーンの両親は小さな下宿屋を営んでい
たが、ある時、宿泊費のかたに取った金鉱
の権利書に大変な価値がある事が分かり、
その名義人である母親は大金持ちとなっ
た。母親は反対する父親の声に耳を貸さ
ず、ケーンをニューヨークの銀行家サッ
チャーの元に預け、彼に運用を任せた資産
をケーンが25歳になった時に全て相続させ
る事を決める。雪の中そりで遊んでいた幼
いケーンは、自身をニューヨークへ連れ去
ろうとするサッチャーを持っていたそりで
殴りながらも結局、両親から無理やり離さ
れニューヨークで育った。Wikipediaより

ケーンの金に物
を言わせて買い
漁った遺品が次々
と無情に燃やされ
ていくその中に、
かつて幼きケーンが遊んでいたそりがあっ
た。誰も気にも留めないそのそりには
「ROSEBUD（バラのつぼみ）」のロゴマー
クが印刷されていた。Wikipediaより















そもそも肥満とはヒトが進化の過程で圧
倒的なカロリー不足の対策として築き上げ
た仕組みだという。「人類が冬の寒さや飢
饉を生き延びるために機能していた遺伝子
が今も働き続け、脂肪をため込む仕組みに
なっているのだ。」（新薬、世界の肥満問題
に光）日本経済新聞

「新しい肥満症治療薬は偶然の発見から
生まれた。糖尿病の治療薬を使うと体重が
減ることがわかったのだ。セマグルチドは
満腹感を刺激し食欲を抑えるホルモンを分
泌させる。人間の脳には満腹感を刺激し食

欲を抑えるホルモンを分泌させる。人間の
脳には食べたいという強烈な衝動が潜んで
いて、どんなに厳格にダイエットに励む人
でもその衝動に襲われることがあるが、こ
のホルモンにはそのスイッチをオフにする
働きもある。」（新薬、世界の肥満問題に
光）日本経済新聞



「米モフィットがんセンターが２月に英
科学誌ネイチャー・メディシンに発表した
第２相地検の結果が注目を集める。「トリ
プルネガティブ」といわれる難治性の乳が
ん患者に、米アムジェンのウイルス療法の
薬「イムリジック」と抗がん剤を併用し
た。投与した37人のうち89％は治療後２
年間に再発や他の病気がみられなかったと
いう。」（がん治療、ウイルスが加勢）日本
経済新聞

「ＣＧオンコロジーはウイルス療法単独
での治療とは別に、がん免疫薬「キート
ルーダ」と併用する第２相治験を米国と韓
国で進めている。21年11月に学会発表し
た中間解析では、３カ月後までにがんが無
くなった患者が88％に達した」（がん治
療、ウイルスが加勢）日本経済新聞

「がん治療は患者によって効果が違う。
がん免疫療法でも効果があるのは約３割に
とどまる。ウイルス療法で免疫を活性化し
た状態で投与すれば、より多くの患者で効

果が期待できるという。『生存期間だけで
はなく、完全に治る比率の向上も見込め
る』（藤堂教授）」（がん治療、ウイルスが
加勢）日本経済新聞















「美は・・・・」と言いさすなり、私は激
しく吃もった。埒もない考えではあるが、
そのとき、私の吃もりは私の美の観念から
生じたものではないかという疑いが脳裏を
よぎった。「美は・・・・美的なものはもう
僕にとっては怨敵なんだ」
 「金閣寺」三島由紀夫著



が、私の美の思い出が強まるにつれ、こ
の暗黒は恣に幻を描くことのできる下地に
なった。このくらいうずくまった形態のう
ちに、私が美と考えたものの全貌がひそん
でいた。思い出の力で、美の細部はひとつ
ひとつ闇の中からきらめき出し、きらめき
は伝播して、ついには昼とも夜ともつかぬ
ふしぎな時の光の下に、金閣は徐々にはっ
きりと目に見えるものになった。これほど
完全に細緻な姿で、金閣がその隈々までき
らめいて、私の眼前に立ち現れたことはな
い。 「金閣寺」三島由紀夫著

どの一部にも次の美の予兆が含まれてい
たからだ。細部の美はそれ自体不安に充た
されていた。それは完全を夢見ながら完結
を知らず、次の美、未知の美へとそそのか
されていた。そして予兆は予兆につなが
り、一つ一つのここには存在しない美の予
兆が、いわば金閣の主題をなした。そうし
た予兆は、虚無の兆しだったのである。虚
無がこの美の構造だったのだ。そこで美の
これらの細部の未完には、おのずと虚無の
予兆が含まれることになり、木割の細い繊
細なこの建築は瓔珞が風にふるえるよう

に、虚無の予感にふるえていた。
 「金閣寺」三島由紀夫著

肉体の、内臓の死に向かう烈しい痛みを
ここまでリアルに、克明に描いた作家が他
にいただろうか。彼は自らの手による痛み
が、ゆるやかに死につながっていく実感を
こそ「至福」と考える人間だった。肉体的



苦痛と死こそが、皮肉にも彼に生きている
ことの実感を与えたのだろう。彼は早いう
ちから至福の死を求め、そのためのシナリ
オを書き、舞台を用意し、その通りに演じ
てから、生きている実感を最後の瞬間に痛
みとして自覚し、幸福感にわななきながら
死んでいった。
 「文豪ナビ　三島由紀夫」新潮社編
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